
　
改
定
の
春

で
あ
る
。
2

月
7
日
に
中

医
協
の
答
申

が
な
さ
れ
、
診
療
報
酬
の
基
本

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
出
て
く
る
通
知
、
告
知
で
運

用
が
変
わ
る
部
分
が
あ
ろ
う

が
、
本
体
プ
ラ
ス
の
改
定
内
容

が
ベ
ー
ル
を
脱
い
だ
の
で
あ
る

▼
保
団
連
の
「
点
数
表
改
定
の

ポ
イ
ン
ト
」
編
集
会
議
も
始

ま
っ
た
。
プ
ラ
ス
改
定
と
い
っ

て
も
、
大
多
数
の
医
療
機
関
で

算
定
可
能
な
項
目
が
増
点
さ
れ

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
こ
の

視
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
長
年

に
わ
た
り
要
望
し
て
き
た
内
容

が
、
あ
る
程
度
反
映
さ
れ
た
部

分
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
評
価

に
値
す
る
▼
し
か
し
、「
複
雑

す
ぎ
て
理
解
す
る
の
に
多
大
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
」「
面

倒
臭
い
か
ら
ど
う
で
も
い
い
」

と
疎
ん
じ
ら
れ
る
内
容
は
、
更

に
そ
の
度
合
い
を
増
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
基
本
点

数
は
引
き
下
げ
て
お
き
、
種
々

の
届
出
を
し
て
認
定
さ
れ
た
ら

加
算
が
付
い
て
、
ト
ー
タ
ル
で

よ
う
や
く
プ
ラ
ス
に
な
る
と
い

う
設
定
が
目
立
つ
。
こ
こ
数
回

の
改
定
ご
と
に
複
雑
さ
を
増

し
、
ニ
ー
ズ
と
裏
腹
に
新
規
参

入
に
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
っ
て
い

る
在
宅
医
療
も
ま
た
然
り
。
在

宅
時
医
学
総
合
管
理
料
で
最
も

適
用
の
多
い
項
目
が
引
き
下
げ

ら
れ
、
要
介
護
度
等
一
定
条
件

を
満
た
す
場
合
に
加
算
を
設
定

し
て
、
加
算
が
付
け
ば
50
点
増

点
と
な
る
仕
組
み
▼
か
か
り
つ

け
医
機
能
を
有
す
る
と
こ
ろ
に

初
診
料
で
加
算
を
設
定
す
る
に

至
っ
て
は
、
あ
え
て
高
く
つ
く

医
療
機
関
を
選
ぶ
患
者
さ
ん
て

い
る
の
？
の
世
界
で
あ
る
。

 

（
呑
鉄
童
）

　
今
回
の
診
療
報

酬
改
定
議
論
の
中

で
、
目
玉
の
一
つ

に
な
っ
た
の
が

〝
ネ
ッ
ト
〞
診
療

の
保
険
導
入
で

あ
っ
た
。
先
の
診
療
報
酬
改
定

答
申
で
は
、
そ
れ
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
料
（
再
診・月
70
点
）、

オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
管
理
料
（
月

1
0
0
点
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
在

宅
管
理
料
（
月
1
0
0
点
）
と

し
て
具
体
化
さ
れ
た
。
今
回
は

そ
れ
な
り
に
厳
し
い
算
定
要
件

や
算
定
制
限
が
あ
る
が
、
風
穴

が
開
い
た
と
の
受
け
止
め
が
強

い
。
す
な
わ
ち
、
要
件
や
制
限

は
容
易
に
変
更
可
能
で
、
次
回

改
定
や
そ
の
先
に
は
更
な
る
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
適
用
範
囲
拡

大
・
要
件
緩
和
が
待
っ
て
い
る

と
の
仲
介
業
者
の
期
待
で
あ

る
。
我
々
の
診
療
所
に
は
連
日

の
よ
う
に
業
者
か
ら
勧
誘
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
フ
ァ
ク
ス
が
届

い
て
い
る
。
某
社
は
「
診
療
報

酬
改
定
直
前
早
割
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
称
し
、
初
期
費
用
80
万

円
の
無
料
化
を
謳
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
は
テ
レ
ビ
通
販
の
タ
イ

ム
セ
ー
ル
と
同
じ
叩
き
売
り

だ
。
ま
と
も
な
医
療
者
が
取
り

合
う
代
物
で
は
な
い
。

　
厚
労
省
は
今
回
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
有
効
性
・
安
全
性
・
経

済
性
の
明
確
な
エ
ビ
デ
ン
ス
も

な
い
ま
ま
保
険
診
療
化
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
政
府
中
枢
の

産
業
競
争
力
会
議
等
〝
儲
か
り

戦
略
〞
の
圧
力
で
厚
労
省
が
電

話
再
診
の
要
件
を
緩
め
、
そ
の

果
て
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
認

め
る
に
至
っ
た
経
過
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
せ
め
て
も
の
抵
抗

で
、
要
件
厳
格
化
を
図
っ
た
と

も
見
ら
れ
る
。
厳
格
化
に
対
抗

し
業
者
側
は
収
入
確
保
を
狙
っ

た
予
約
料
徴
収
（
選
定
療
養
）

や
、
自
費
診
療
（
保
険
外
診

療
）
を
医
療
機
関
に
そ
そ
の
か

し
て
い
る
。
ま
た
〝
医
療
相
談

（
有
料
）〞
な
ら
診
療
で
は
な
く

（〝
診
断
〞
が
な
い
）
医
師
法
20

条
に
抵
触
し
な
い
と
勧
誘
し
て

い
る
。
投
薬
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
初
回
は
規
制
さ
れ
る
も
の
の

以
後
の
不
適
切
や
不
正
が
危
惧

さ
れ
る
。〝
医
療
〞
や
〝
診
療
〞

〝
医
業
〞
と
は
そ
も
そ
も
何
な

の
か
、
正
当
性
が
心
底
問
わ
れ

る
事
態
だ
。
さ
ら
に
は
混
合
診

療
拡
大
で
我
が
国
が
世
界
に
誇

る
国
民
皆
保
険
制
度
を
も
壊
し

兼
ね
な
い
危
険
性
が
潜
ん
で
い

る
。

　
こ
ん
な
セ
ー
ル
ス
に
安
易
に

近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。
協
会

は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
全
面
否

定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
業

者
や
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
に
煽
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

慎
重
に
医
療
と
し
て
の
正
当
性

と
エ
ビ
デ
ン
ス
の
積
み
重
ね
の

担
保
の
基
に
進
め
ら
れ
る
べ
き

と
訴
え
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
勧
誘
に
煽
ら
れ
る
な

　
中
医
協
は
2
月
7
日
、
2
0

1
8
年
度
診
療
報
酬
改
定
に
つ

い
て
答
申
し
た
。
入
院
医
療
に

つ
い
て
は
「
地
域
医
療
構
想
」

に
お
け
る
病
床
機
能
の
分
化
を

強
力
に
後
押
し
し
、
外
来
医
療

に
つ
い
て
は
「
か
か
り
つ
け

医
」
の
明
確
化
と
報
酬
上
の
差

　
「
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有

す
る
医
療
機
関
に
お
け
る
評

価
」
と
し
て
、
再
診
料
の
地
域

包
括
診
療
加
算
等
、
小
児
か
か

り
つ
け
診
療
料
、
支
援
診
療

所
・
支
援
病
院
で
あ
っ
て
在
医

総
管
等
を
届
け
出
て
い
る
診
療

所
お
よ
び
2
0
0
床
未
満
の
病

回
70
点
、
医
学
管
理
等
の
通
則

の
オ
ン
ラ
イ
ン
医
学
管
理
料
、

在
医
総
管
・
施
設
総
管
の
注
12

の
オ
ン
ラ
イ
ン
在
宅
管
理
料
、

精
神
科
在
宅
患
者
支
援
管
理
料

「一体改革」路線の総仕上げ

別
化
を
図
り
、
在
宅
医
療
・
居

宅
系
介
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
を
進
め
る
内
容
で
あ
る
。
政

策
誘
導
的
な
点
数
の
新
設
・
変

更
が
強
く
目
立
つ
改
定
で
あ

り
、
前
回
同
時
改
定
以
降
の

「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

以
来
の
提
供
体
制
改
革
を
推
し

進
め
る
診
療
報
酬
改
定
が
総
仕

上
げ
に
入
っ
た
と
も
言
え
る
。

「
療
養
の
給
付
」
そ
の
も
の
で

あ
る
診
療
報
酬
を
用
い
た
あ
か

ら
さ
ま
な
国
の
政
策
推
進
は
許

せ
な
い
。

院
に
お
い
て
初
診
料
を
算
定
し

た
場
合
の
加
算
と
し
て
、
機
能

強
化
加
算
80
点
が
新
設
さ
れ

た
。
機
能
と
は
も
ち
ろ
ん
「
か

か
り
つ
け
医
機
能
」
の
こ
と

だ
。
実
際
算
定
す
る
と
な
る
と

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
対
面
診
察
の
補
完

一
部
負
担
を
考
慮
し
て
躊
躇
す

る
会
員
も
お
ら
れ
る
と
思
う
。

現
状
で
も
再
診
料
の
地
域
包
括

診
療
加
算
等
は
届
け
出
て
い
る

が
算
定
し
て
い
な
い
会
員
も
多

い
。

　
気
に
な
る
の
は
昨
年
い
っ
た

ん
否
定
さ
れ
た
「
か
か
り
つ
け

医
以
外
に
受
診
し
た
場
合
の
定

額
負
担
の
導
入
」
と
の
関
係
で

あ
る
。「
経
済
・
財
政
再
生
計

画
改
革
工
程
表
2
0
1
7
改
定

版
」
で
は
「
2
0
1
8
度
末
ま

で
に
更
に
検
討
し
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
」
と
復
活
し
て
い

る
。
ワ
ン
コ
イ
ン
負
担
が
導
入

さ
れ
れ
ば
、
機
能
強
化
加
算
分

の
負
担
が
上
が
っ
て
も
、
か
か

り
つ
け
医
に
受
診
し
た
方
が
安

く
つ
く
と
い
っ
た
風
潮
の
醸
成

に
は
注
意
が
必
要
だ
。
診
療
報

酬
や
一
部
負
担
増
に
よ
る
「
か

か
り
つ
け
医
」
の
実
質
的
な
制

度
化
は
問
題
で
あ
り
、
そ
の
向

こ
う
に
は
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
の

制
限
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

　
情
報
通
信
機
器
を
使
用
し
た

診
療
と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
な
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

等
の
通
信
技
術
を
用
い
た
点
数

が
新
設
さ
れ
た
。
基
本
診
療
料

の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
料
・
月
1

複
数
の
医
師
に
よ
る
訪
問
診
療
が
可
能
に

の
注
4
の
精
神
科
オ
ン
ラ
イ
ン

在
宅
管
理
料
、
そ
れ
ぞ
れ
月
1

回
1
0
0
点
で
あ
る
。

　
今
回
の
設
定
は
、
あ
く
ま
で

対
面
診
察
を
補
完
す
る
た
め
の

点
数
と
し
て
の
位
置
付
け
と

な
っ
た
。
初
診
か
ら
6
カ
月
間

は
毎
月
同
一
の
医
師
に
よ
る
対

面
診
察
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

診
療
報
酬
を
用
い
て
国
の
政
策
を

強
引
に
推
し
進
め
る
こ
と
は
許
せ
な
い

2
0
1
8
年
2
月
27
日
　
理
事
長
　
垣
田 

さ
ち
子

対
面
に
よ
る
診
療
の
間
隔
は
3

カ
月
以
内
に
行
う
必
要
が
あ

り
、
連
続
算
定
は
2
カ
月
が
限

度
と
な
る
。
対
面
診
察
と
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
を
組
み
合
せ
た
療

養
計
画
の
作
成
も
必
要
だ
。
厚

労
省
と
し
て
は
慎
重
な
対
応
を

し
た
と
思
う
。

　
訪
問
診
療
料
が
Ⅰ
と
Ⅱ
に
分

け
ら
れ
、
訪
問
診
療
料
Ⅰ
も

（
1
）
と
（
2
）
に
分
け
ら
れ

た
。（
1
）
は
従
来
の
訪
問
診

療
料
、（
2
）
は
在
医
総
管
等

の
算
定
要
件
を
満
た
す
他
医
療

機
関
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
訪

問
診
療
し
た
場
合
に
算
定
す
る
。

　
（
2
）
は
協
会
が
新
設
を
要

望
し
て
い
た
内
容
で
あ
る
が
、

月
1
回
の
み
、
別
に
厚
労
大
臣

が
定
め
る
神
経
難
病
等
の
患
者

は
除
く
が
訪
問
診
療
開
始
月
か

ら
6
月
に
限
る
と
い
う
算
定
制

限
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
制
限
は
す
ぐ
に
で
も
撤
廃
し

て
地
域
で
の
医
療
機
関
連
携
を

し
っ
か
り
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
在
医
総
管
・
施
設
総
管
に
つ

い
て
は
、「
別
に
定
め
る
状
態

の
患
者
」
以
外
の
患
者
で
月
2

回
以
上
訪
問
診
療
し
て
い
る
患

者
と
、
月
1
回
訪
問
診
療
し
て

い
る
患
者
に
つ
い
て
、
要
介
護

2
以
上
に
該
当
す
る
等
一
定
の

状
態
の
患
者
に
対
し
て
包
括
的

支
援
加
算
1
5
0
点
が
新
設
さ

れ
た
。
入
院
医
療
の
よ
う
に
、

患
者
の
「
医
療
必
要
度
」
基
準

を
導
入
し
た
と
も
言
え
る
。

　
支
援
診
以
外
の
診
療
所
で
、

初
診
料
の
機
能
強
化
加
算
を
ど
う
考
え
る
か
？

同時改定の答申受け理事長談話

地域包括ケア
日　時 4月28日（土）午後1時30分～4時30分
場　所 和順会館・和順ホール （京都市東山区林下町400-2）
資料代 1000円
基 調 講 演 　介護保険から高齢者ケア保障へ

佛教大学社会福祉学部教授　岡﨑 祐司 氏
シンポジウム

介護保険制度の歴史・高齢者ケアの未来
歴史と未来を考える　林 康則 氏（全日本民主医療機関連合会事務局次
長）／公的責任によるソーシャルワークの再構築　末永 睦子 氏（明星大
学非常勤講師・社会福祉士）／高齢者ケアの財源論　横山 寿一 氏（佛教
大学社会福祉学部教授）／医療と介護の連携をどう考えるか　協会理事

誰がしてくれはんの？

 

（
2
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地
区
と
の
懇
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下
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京
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（
3
面
）

子
ど
も
医
療
費
で
府
・
京
都
市
に
要
請 

（
6
面
）

主な内容

◆自動車保険・火災保険

◆針刺し事故等
補償プラン

◆休業補償制度
（所得補償、傷害疾病保険）

◆医師賠償責任保険

０７５－２１２－０３０３

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

シリーズ新福祉国家構想６

老後不安社会からの転換
介護保険から高齢者ケア保障へ
岡﨑祐司・福祉国家構想研究会 編
2017年11月刊行 大月書店
定価 2,400円+税

お申込みは協会（☎075-212-8877）まで

こ
の
書
籍
持
参
で

資
料
代
を
無
料
に
!

会
場
で
も
販
売　
!



当
該
診
療
所
単
独
ま
た
は
他
医

療
機
関
と
連
携
し
て
24
時
間
連

絡
体
制
・
往
診
体
制
を
確
保
し

て
い
る
場
合
に
つ
い
て
、
継
続

診
療
加
算
2
1
6
点
が
新
設
さ

れ
た
。
支
援
診
の
施
設
基
準
か

ら
看
取
り
実
績
を
除
い
た
形
で

評
価
し
た
と
も
い
え
る
。

　
医
療
機
関
に
併
設
す
る
介
護

施
設
等
の
入
居
者
を
訪
問
し
た

場
合
は
訪
問
診
療
料
Ⅱ
の
1
4

4
点
で
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
入
院
医
療
機
関
が
病
床
を

転
換
し
た
後
の
介
護
施
設
等
に

お
け
る
訪
問
診
療
も
こ
れ
で
算

定
す
る
こ
と
に
な
る
。
25
年
に

は
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
り
、
38
年
に
は
推
計
1
7
0

万
人
が
亡
く
な
る
「
多
死
社

会
」
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
国
は
入
院
で
の

看
取
り
を
減
ら
し
た
い
が
、
一

方
で
在
宅
で
の
看
取
り
に
は
限

界
が
あ
る
。
人
生
の
最
期
を
介

護
施
設
で
迎
え
る
人
は
今
後
増

え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
点

数
は
再
診
料
と
外
来
管
理
加
算

と
地
域
包
括
診
療
加
算
を
足
し

た
程
度
の
評
価
だ
が
、
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
加
算
、
看
取
り
加
算

は
Ⅰ
よ
り
低
い
も
の
の
き
っ
ち

り
評
価
し
て
い
る
点
に
、
国
の

意
図
が
透
け
て
見
え
て
い
る
。

看
取
り
に
関
す
る
指
針
を
ど
う
考
え
る
か

　
在
宅
患
者
訪
問
診
療
料
の
在

宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
の
算

定
要
件
、
療
養
病
棟
入
院
料
と

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
・

入
院
医
療
管
理
料
1
、
3
の
施

設
基
準
に
つ
い
て
、「
人
生
の

最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
決

定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
等
に
則
り
「
看
取
り

　
入
院
点
数
は
「
急
性
期
医

療
」
を
担
う
一
般
病
棟
と
し
て

急
性
期
一
般
入
院
料
7
段
階

に
、「
急
性
期
医
療
か
ら
長
期

療
養
」
を
担
う
病
棟
と
し
て
地

域
一
般
入
院
料
3
段
階
、
回
復

期
リ
ハ
病
棟
6
区
分
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
・
病
床
4
区
分

に
、「
長
期
療
養
」
を
担
う
病

棟
と
し
て
20
対
1
療
養
病
棟
2

段
階
に
再
編
さ
れ
た
。
た
だ
し

病
床
再
編
を
後
押
し
す
る
新
入
院
点
数

点
数
は
、
加
算
点
数
を
施
設
基

準
に
組
み
込
ん
だ
形
で
横
滑
り

さ
せ
て
い
る
。

　
新
設
は
急
性
期
一
般
入
院
料

保
険
医
運
動
な
く
し
て
改
善
は
な
い

の
2
、
3
だ
が
、
看
護
職
員
配

置
7
対
1
か
ら
類
下
げ
す
る
場

合
の
踊
り
場
と
し
て
の
評
価

だ
。「
重
症
度
、
医
療
・
看
護

必
要
度
」
基
準
の
改
定
・
引
き

上
げ
と
実
績
評
価
の
導
入
等
に

よ
り
、「
地
域
医
療
構
想
」
を

診
療
報
酬
改
定
で
進
め
る
こ
と

と
な
っ
た
。
乱
暴
な
手
法
で
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
ま

た
、
実
績
評
価
が
組
み
込
ま
れ

て
い
な
い
病
棟
が
、
次
回
改
定

以
降
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る

か
も
不
透
明
で
、不
安
を
残
す
。

　
基
本
診
療
料
の
底
上
げ
は
で

き
な
か
っ
た
が
、
①
静
脈
血
採

取
料
が
5
点
引
き
上
が
り
30
点

に
、
②
特
定
疾
患
処
方
管
理
加

算
の
28
日
以
上
が
1
点
引
き
上

げ
、
③
妊
婦
に
対
す
る
初
・
再

診
料
の
妊
婦
加
算
、
産
科
・
産

婦
人
科
特
例
加
算
、
④
創
傷
処

置
の
1
0
0
㎠
未
満
が
7
点
引

き
上
げ
ら
れ
52
点
に
、
⑤
鶏

眼
・
胼
胝
処
置
の
算
定
回
数
が

月
2
回
に
―
等
、
汎
用
点
数
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
会
員
の
意

見
を
も
と
に
、
協
会
が
要
望
し

て
い
た
複
数
医
療
機
関
に
よ
る

訪
問
診
療
料
の
算
定
も
、
算
定

制
限
が
厳
し
く
問
題
が
あ
る
も

の
の
、
新
設
さ
れ
た
。
25
対
1

未
満
の
療
養
病
床
の
経
過
措
置

も
運
動
の
成
果
だ
。

　
診
療
報
酬
は
国
民
が
得
ら
れ

る
「
療
養
の
給
付
」
そ
の
も
の

で
あ
り
、
要
求
運
動
が
な
け
れ

ば
改
善
を
勝
ち
得
る
こ
と
は
で

　
協
会
は
、
2
月
23
日
に
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
関
係

告
示
一
部
改
正
に
関
す
る
意
見
を
提
出
し
た
。
以
下
、

全
文
を
掲
載
す
る
。

平
成
30
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
伴
う
関
係

告
示
の
一
部
改
正
等
に
関
す
る
意
見

〈
改
定
全
体
に
対
す
る
意
見
〉

　
今
次
改
定
は
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
の
同
時
改
定
で
あ
り
、

1
月
26
日
の
社
会
保
障
審
議

会
・
介
護
給
付
費
分
科
会
の
了

承
を
得
た
介
護
報
酬
改
定
に
伴

う
関
係
告
示
内
容
は
、
国
の
す

す
め
る
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
体
制
改
革
に
お
け
る
入
院

医
療
改
革
と
地
域
包
括
ケ
ア
構

築
の
一
体
的
推
進
と
い
う
、
政

策
目
的
達
成
を
主
眼
に
置
い
た

改
定
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
大
き
く
四
つ
の
特
徴
を
取
り

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
つ
目
は
、
地
域
に
お
け
る

高
齢
化
の
進
展
に
加
え
、
入
院

医
療
改
革
の
結
果
新
た
に
生
じ

る
こ
と
と
な
る
在
宅
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
医
療
・
介
護

連
携
を
強
め
、
と
り
わ
け
在

宅
・
施
設
で
の
看
取
り
を
高
く

評
価
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
つ
目
は
、
維
持
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
介

護
医
療
院
新
設
に
象
徴
さ
れ
る

医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険
へ
の

給
付
付
替
え
の
推
進
を
図
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。

　
三
つ
目
は
、
介
護
保
険
に
お

け
る
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大

を
見
越
し
、
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
の
評
価
を
引
き
下
げ
、
提
供

す
る
専
門
職
の
在
り
方
さ
え
大

き
く
変
え
、
さ
ら
に
要
支
援
判

定
さ
れ
た
被
保
険
者
に
対
す
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
評
価
を
引
き

下
げ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
四
つ
目
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

思
想
の
普
遍
化
と
し
て
の
地
域

共
生
社
会
論
を
背
景
に
、
実
態

は
将
来
の
障
害
者
福
祉
制
度
と

介
護
保
険
制
度
の
統
合
を
視
野

に
お
い
た
と
思
し
き
共
生
型

サ
ー
ビ
ス
を
創
設
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
一
方
、
介
護
従
事
者
、
事
業

者
を
め
ぐ
る
状
況
は
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
。
昨
年
度
、
介
護

人
材
の
処
遇
改
善
が
は
か
ら
れ

た
と
は
い
え
、
平
成
29
年
度
介

護
事
業
経
営
実
態
調
査
結
果
に

よ
る
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

は
施
設
系
・
居
宅
系
を
問
わ

ず
、
平
均
収
支
差
率
は
悪
化
し

て
お
り
、
0
・
54
％
の
僅
か
な

プ
ラ
ス
改
定
も
焼
け
石
に
水
と

の
悲
鳴
が
、
私
た
ち
の
も
と
に

も
届
い
て
い
る
。
介
護
報
酬
は

事
業
所
経
営
と
介
護
従
事
者
処

遇
に
直
結
す
る
。
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
人
間
に
よ
る
人
間

を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
あ

り
、
そ
の
担
い
手
の
生
活
が
保

障
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
は
成
立

し
え
な
い
の
は
言
う
ま
で
も
な

い
。
介
護
報
酬
の
決
定
過
程
に

お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
観

点
を
重
視
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
強
く
望
む
。

　
ま
た
、
私
た
ち
保
険
医
は
、

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で

も
が
保
険
証
1
枚
で
必
要
な
医

療
を
必
要
な
だ
け
保
障
さ
れ
る

国
民
皆
保
険
制
度
の
下
で
、
療

養
の
給
付
と
し
て
の
医
療
を
患

者
さ
ん
に
提
供
し
て
い
る
。
介

護
保
険
に
お
け
る
給
付
は
現
金

給
付
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、
要

介
護
認
定
に
よ
る
制
限
が
あ

る
。
医
療
は
必
要
充
足
に
保
障

さ
れ
ね
ば
生
命
に
か
か
わ
る
。

介
護
保
険
で
提
供
さ
れ
る
医
療

系
サ
ー
ビ
ス
は
原
則
、
医
療
保

険
に
戻
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上

で
、
下
記
、
告
示
に
つ
い
て
具

体
的
に
要
望
し
た
い
。

〈
個
別
改
定
項
目
に
対
す
る
意

見
〉

　
1
．
居
宅
療
養
管
理
指
導
に

お
け
る
単
一
建
物
居
住
者
数
に

よ
る
単
位
数
減
額
の
廃
止
を
求

め
る
。

に
関
す
る
指
針
」
を
定
め
て
い

る
こ
と
が
追
加
さ
れ
た
。

　
療
養
病
床
の
在
宅
患
者
支
援

療
養
病
床
初
期
加
算
、
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
入
院
料
・
入
院
医

療
管
理
料
の
在
宅
患
者
支
援
病

床
初
期
加
算
は
、
同
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
に
則
り
「
看
取
り
に
関

す
る
指
針
」
を
定
め
て
い
る
こ

　
2
．
医
療
系
介
護
報
酬
は
、

区
分
支
給
限
度
額
か
ら
除
外
す

る
よ
う
求
め
る
。

　
3
．
訪
問
看
護
に
つ
い
て
、

要
支
援
者
へ
の
報
酬
引
き
下
げ

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
。

　
4
．
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
基
本
報
酬
引
き
下
げ

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
。

　
5
．
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
長
時
間
区
分
の
基
本

報
酬
引
き
下
げ
を
行
わ
な
い
よ

う
求
め
る
。

　
6
．
訪
問
介
護
に
お
け
る
生

活
援
助
中
心
型
サ
ー
ビ
ス
の
単

位
数
引
き
下
げ
や
、
居
宅
介
護

支
援
に
つ
い
て
、
訪
問
介
護
の

回
数
が
多
い
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
提

出
を
義
務
付
け
る
こ
と
等
、
生

活
援
助
を
軽
視
し
、
抑
制
さ
せ

る
あ
ら
ゆ
る
改
定
の
中
止
を
求

め
る
。

　
7
．
介
護
療
養
型
医
療
施
設

に
つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満

た
す
利
用
者
割
合
を
下
回
る
場

合
の
減
算
の
中
止
を
求
め
る
。

き
な
い
。
医
療
提
供
を
担
う
現

場
の
医
師
の
声
が
正
し
く
反
映

さ
れ
る
よ
う
に
、
運
動
を
続
け

て
い
く
。

　
会
員
に
お
か
れ
て
は
、
協
会

の
新
点
数
説
明
会
に
参
加
し
て

改
定
内
容
の
正
確
な
把
握
に
努

め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
協

会
・
保
団
連
が
行
う
不
合
理
是

正
要
求
運
動
へ
の
協
力
を
強
く

お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

◇

　
＊
正
式
告
示
・
通
知
に
よ
り
内

容
は
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

維
持
期
リ
ハ
延
長
は
１
年
限
り

　
要
介
護
被
保
険
者
の
外
来
維

持
期
リ
ハ
ビ
リ
は
延
長
さ
れ
た

が
、
あ
く
ま
で
2
0
1
9
年
3

月
末
ま
で
の
1
年
間
限
定
と
さ

れ
た
。
一
方
、
介
護
保
険
へ
の

移
行
を
進
め
る
た
め
に
、
リ
ハ

ビ
リ
計
画
書
を
医
療
と
介
護
の

間
で
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
導

入
し
、
介
護
保
険
の
通
所
リ
ハ

ビ
リ
の
要
件
緩
和
も
行
わ
れ
る

が
、
小
幅
な
内
容
で
医
療
機
関

に
と
っ
て
通
所
リ
ハ
ビ
リ
実
施

の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
ま
ま
だ
。

1
年
後
の
算
定
終
了
が
そ
の
ま

ま
リ
ハ
ビ
リ
打
ち
切
り
と
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
す
る
。

と
が
算
定
要
件
と
さ
れ
た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

が
、「
改
革
工
程
表
2
0
1
7
」

の
中
で
「
普
及
を
図
る
」
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注

意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
同

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
将
来
に
医
療

や
介
護
の
制
限
に
使
わ
れ
る
危

険
性
が
あ
る
。

（
1
面
よ
り
つ
づ
き
）

『点数表改定のポイント』
説明会

1 京都市会場

2 舞鶴市会場

日　程　3月21日（水・春分の日）
時　間　  午前10時～12時30分：入院
　　　  午後２時～４時30分：入院外
会　場　テルサホール（京都テルサ内）
　　　　　（南区東九条下殿田町70  ☎075-692-3400）

日　程　3月23日（金）
時　間　午後２時～４時30分
会　場　舞鶴西総合会館３階林業センター
　　　       会議室
 　　　　（舞鶴市字南田辺１ ☎0773-75-2250）

※ グリーンペーパー２月号の申込書にてお申込み下さい。

　改定点を項目ごとに解説した『点数表改定のポ
イント』をテキストに、新点数や変更点について
具体的かつわかりやすく説明します。

　
質
問
1　
待
合
室
で
粗
暴
な

言
動
で
他
の
患
者
さ
ん
が
恐
怖

を
感
じ
る
と
き
な
ど
、
患
者
本

人
や
家
族
、
第
三
者
の
関
係
者

私
が
お
答
え
し
ま
す
！

京
都
中
央
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
福
山 

勝
紀

医療安全対策
部会から

応
召
義
務
の
疑
問
・

 

ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す

完

と
称
す
る
人
か
ら
の
不
当
な
圧

力
が
あ
っ
て
も
応
召
義
務
は
発

生
す
る
の
で
す
か
？

　
回
答　
不
当
な
言
動
・
圧
力

が
ど
の
程
度
か
に
も
よ
る
と
は

思
い
ま
す
が
、
信
頼
関
係
が
築

き
え
な
い
よ
う
な
態
度
で
あ
る

場
合
、
例
え
ば
暴
力
が
あ
っ
た

場
合
等
に
は
、
診
療
拒
否
が
応

召
義
務
違
反
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ

し
、
待
合
室
で
他
の
患
者
に
恐

怖
を
与
え
た
か
ど
う
か
は
、
営

業
妨
害
等
で
処
理
す
べ
き
問
題

で
あ
り
、
診
療
拒
否
の
理
由
に

は
な
ら
な
い
と
い
う
判
断
も
あ

り
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
質
問
2　
留
守
番
電
話
に
時

間
外
診
療
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
入
っ
て
い
た
時
、
ど
う
対

応
す
べ
き
か
い
つ
も
悩
ん
で
い

ま
す
。

　
回
答　
留
守
番
電
話
に
ど
の

よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て

い
た
の
か
に
も
よ
る
と
思
い
ま

す
が
、
で
き
れ
ば
、
今
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
い

た
だ
き
、
救
急
の
病
院
を
ご
紹

介
い
た
だ
く
方
が
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
。
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介
護
報
酬
改
定
で
国
に
意
見

入
院
医
療
改
革
と

地
域
包
括
ケ
ア
構
築
一
体
的
推
進
改
定
に
憂
慮



　
協
会
は
、
1
月
24
日
に
下
京

西
部
医
師
会
事
務
所
に
て
、
下

京
西
部
医
師
会
と
の
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
地
区
か
ら
5
人
、

協
会
か
ら
7
人
が
出
席
。
下
京

西
部
医
師
会
、
大
石
豊
理
事
の

司
会
で
進
め
た
。

　
冒
頭
、安
田
雄
司
会
長
は「
診

療
報
酬
・
介
護
報
酬
同
時
改

定
、
そ
し
て
医
師
の
働
き
方
改

革
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。
私

自
身
は
勤
務
医
時
代
に
タ
イ
ム

カ
ー
ド
を
押
す
と
い
う
こ
と
は

一
度
も
な
く
、
夜
中
の
呼
び
出

る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
問
題
が

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
議

論
を
し
た
い
。
ま
た
、
遠
隔
診

療
に
つ
い
て
は
テ
レ
ビ
で
都
合

の
良
い
取
り
上
げ
が
な
さ
れ
、

独
り
歩
き
し
て
い
る
よ
う
な
印

象
が
あ
る
の
で
、
議
論
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
協
会

か
ら
は
、
垣
田
理
事
長
の
あ
い

さ
つ
の
後
、
各
部
会
か
ら
の
情

報
提
供
に
続
き
、
今
年
度
の
共

通
テ
ー
マ
で
あ
る
①
医
療
提
供

体
制
・
保
険
制
度
改
革
の
現
状

と
各
地
区
の
医
療
課
題
に
つ
い

て
、
②
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
、
加
え
て
「
医
師
の

働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
話
題

提
供
し
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
地
区
よ
り
、

遠
隔
診
療
に
関
し
て
、「
今
朝

テ
レ
ビ
で
遠
隔
診
療
の
特
集
が

あ
り
、
総
じ
て
非
常
に
便
利
だ

と
い
う
受
け
止
め
が
な
さ
れ
て

い
た
。
私
は
、
患
者
さ
ん
を
見

て
触
っ
て
聴
い
て
叩
い
て
臭
い

も
注
意
し
て
と
い
う
診
察
が
医

療
の
原
点
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
が
根
底
か
ら
覆
っ
て
い
く

思
い
だ
。
私
自
身
の
開
業
の

き
っ
か
け
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
だ
っ
た
。
聴
診
器
と
心
電
図

と
血
圧
計
し
か
な
い
中
で
、
対

面
診
療
技
術
を
フ
ル
に
使
っ
て

診
療
に
あ
た
っ
て
い
た
。
そ
う

い
う
姿
勢
が
薄
れ
て
い
く
こ
と

は
お
か
し
い
と
思
う
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。
協
会
か
ら
は

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
対
面
診

療
と
同
等
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
大
い

に
疑
問
だ
。
そ
も
そ
も
は
、
経

済
財
政
諮
問
会
議
や
規
制
改
革

会
議
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

た
よ
う
に
政
府
の
成
長
戦
略
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
強
力
に
後
押

し
を
受
け
て
出
て
き
た
も
の
。

更
に
、
現
時
点
で
は
電
話
再
診

料
と
処
方
せ
ん
料
し
か
保
険
診

療
と
し
て
算
定
で
き
る
点
数
が

な
い
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

と
し
て
の
評
価
の
引
き
上
げ
を

求
め
る
動
き
も
あ
り
、
そ
ち
ら

に
誘
導
す
る
よ
う
な
流
れ
に

な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け

て
、
協
会
は
保
団
連
を
含
め
て

拙
速
な
推
進
に
は
反
対
を
し
て

き
た
。
保
険
医
と
し
て
止
め
る

べ
き
と
こ
ろ
は
止
め
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
お
か
し
な
と
こ

ろ
が
あ
れ
ば
意
見
を
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　
次
に
、
医
師
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
、
地
区
か
ら
「
ア
メ

リ
カ
で
は
Ａ
Ｃ
バ
イ
パ
ス
の
グ

ラ
フ
ト
挿
入
の
た
め
の
静
脈
を

看
護
師
が
と
っ
て
く
る
と
い
う

こ
と
や
挿
管
ま
で
や
っ
て
い
る

と
聞
く
。
そ
う
い
う
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
働

き
方
改
革
の
範
疇
に
入
ら
な
い

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
活
用
し
よ
う

と
す
る
考
え
が
あ
り
う
る
だ
ろ

う
か
」
と
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。
協
会
か
ら
は
「
と
に
か
く

医
師
の
仕
事
を
減
ら
せ
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と

か
と
思
う
。
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
認
定
看

護
師
が
観
血
的
処
置
を
行
っ
て

い
る
と
い
う
流
れ
も
あ
る
。
た

だ
し
、
開
業
医
は
事
業
主
な
の

で
24
時
間
3
6
5
日
働
け
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
ど

う
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
医

師
の
働
き
方
は
医
療
提
供
体
制

と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の

で
、
本
当
に
大
事
な
問
題
だ
と

感
じ
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
議

論
を
し
て
い
き
た
い
」
と
回
答

し
た
。

　
協
会
は
西
京
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
1
月
26
日
、
開
催
し

た
。
地
区
医
師
会
か
ら
12
人
、

協
会
か
ら
4
人
が
出
席
。
西
京

医
師
会
の
今
井
史
朗
理
事
の
司

会
で
進
行
し
た
。

　
塚
本
忠
司
会
長
は
「
働
き
方

改
革
や
サ
ル
の
ク
ロ
ー
ン
が
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
科
学
の
発

達
と
医
療
費
の
抑
制
、
医
療
と

介
護
の
同
時
改
定
な
ど
、
協
会

に
は
医
療
の
実
態
を
社
会
に
発

信
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
垣
田
理
事
長
が

あ
い
さ
つ
、
各
部
会
か
ら
の
情

報
提
供
の
後
、
鈴
木
副
理
事
長

か
ら
「
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬

同
時
改
定
」、
垣
田
理
事
長
か

ら
「
医
療
提
供
体
制
・
保
険
制

度
改
革
の
現
状
と
各
地
区
の
医

療
課
題
」
に
つ
い
て
報
告
の

後
、
意
見
交
換
に
入
っ
た
。

　
地
区
か
ら
は
「
国
が
ど
う
し

た
い
の
か
。
例
え
ば
、
医
薬
分

業
を
し
た
い
の
か
、
し
た
く
な

い
の
か
。
門
前
薬
局
に
集
中
さ

せ
た
い
の
か
、
さ
せ
た
く
な
い

の
か
。
在
宅
医
療
を
し
て
い
る

と
平
均
点
が
高
く
な
る
。
平
均

点
数
を
下
げ
よ
う
と
思
え
ば
、

在
宅
を
や
め
れ
ば
い
い
の
だ

が
、
在
宅
を
や
ら
せ
た
い
の

か
、
や
ら
せ
た
く
な
い
の
か
」

ら
安
く
上
が
る
が
、
今
後
独
居

者
が
増
え
、
家
族
が
い
て
も
病

気
や
障
害
者
等
対
応
で
き
な
い

と
結
局
高
く
つ
く
よ
う
に
な

る
。
在
宅
に
し
た
ら
本
当
に
医

療
費
が
削
減
で
き
る
の
か
疑
問

が
あ
る
。
政
府
は
サ
高
住
な
ど

に
と
い
う
が
、
経
済
的
余
裕
が

な
い
と
入
れ
な
い
」
と
の
学
者

の
コ
メ
ン
ト
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
働
き
方
改
革
に
関
連
し
て
、

36
協
定
と
研
修
医
の
労
働
に
つ

い
て
、
地
区
は
「
我
々
か
ら
す

時
間
拘
束
の
医
師
の
労
働
を
時

給
換
算
す
れ
ば
高
額
に
な
り
、

支
払
え
な
い
『
だ
か
ら
、
働
い

て
く
れ
る
な
』
し
か
な
い
が
、

そ
れ
で
よ
い
の
か
。
1
0
0
0

万
円
以
上
の
所
得
の
あ
る
高
度

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
が

創
設
さ
れ
、
医
師
も
そ
れ
に
該

当
し
て
24
時
間
自
己
責
任
で
働

く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
研
修
医
も
そ
こ
に
含
め
る

つ
も
り
か
も
し
れ
な
い
。
医
療

側
の
私
達
が
物
を
申
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
医
師
も
36
協
定
を
知

ら
な
い
で
は
通
ら
な
い
時
代
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
情
報
を
発
信

し
な
が
ら
、
会
員
に
役
立
つ
よ

う
に
議
論
を
ま
と
め
た
い
」
と

述
べ
た
。

　
最
後
に
福
本
和
生
副
会
長
か

ら
「
ほ
と
ん
ど
の
会
員
は
日
々

の
診
療
に
没
頭
し
て
い
る
が
、

今
次
同
時
改
定
よ
り
深
刻
な
問

題
が
多
々
あ
り
、
知
ら
な
い
で

は
済
ま
さ
れ
な
い
。
今
後
と
も

情
報
提
供
を
願
い
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
閉
会
し
た
。

と
発
言
。
こ
れ
に
対
し
て
協
会

は
「
基
本
的
に
は
、
急
性
期
入

院
か
ら
、
回
復
期
に
、
療
養
病

棟
に
、
そ
し
て
在
宅
に
切
替

え
、
医
療
費
の
削
減
に
つ
な
げ

た
い
。
在
宅
医
療
を
評
価
も
し

た
い
が
、
改
定
率
の
総
枠
の
縛

り
も
あ
り
、
要
件
を
付
け
算
定

し
に
く
く
す
る
矛
盾
し
た
形
に

な
っ
て
い
る
」
と
回
答
。
ま
た

地
区
か
ら
は
、「
在
宅
医
療
は
、

家
族
が
無
償
で
働
い
て
い
る
か

れ
ば
研
修
医
時
代
に
5

時
で
帰
る
と
い
う
の

は
、
信
じ
ら
れ
な
い
話

だ
。
公
立
や
大
病
院
等

残
業
代
の
支
払
え
る
と

こ
ろ
か
ら
払
わ
さ
れ
て

い
る
感
じ
が
す
る
。
こ

れ
が
、
裾
野
に
ま
で
広

が
る
と
大
変
な
こ
と
に

な
る
」
と
発
言
。
こ
れ

に
対
し
て
協
会
は
「
24

し
に
対
応
す
る
こ
と
は

当
た
り
前
と
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
2
年
間

ド
イ
ツ
に
い
た
と
き
に

は
5
時
で
追
い
出
さ
れ

る
と
い
う
ふ
う
に
、
国

に
よ
る
違
い
も
あ
る
よ

う
だ
。
一
方
で
開
業
医

は
連
携
を
し
て
24
時
間

3
6
5
日
働
く
よ
う
言

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

今出川通

出町柳駅

東一条通

近衛通

京都大学

東
大
路
通

河
原
町
通

京
阪
鴨
東
線

川
端
通

鴨
川 松井酒造

日　時 4月21日（土）
 午後2時30分～
場　所 松井酒造
 （京都市左京区吉田河原町1‒6）
  〈最寄り駅〉京阪 「出町柳」・京都市

バス「東一条」 下車、 徒歩 約10分

参加費 会員本人：1,000円
 会員家族・従業員：1,500円
 （おつまみ代含）
　※ 定員を超えた場合は、抽選とさせて
いただきます。

第５回「日本酒講座」文化企画

遠
隔
診
療
「
便
利
」
意
識
に
危
惧

下
京
西
部
医
師
会
と
懇
談

1
月
24
日
　
下
京
西
部
医
師
会
事
務
所

在
宅
推
進
―
国
の
政
策
的
ね
じ
れ
に
疑
問

西
京
医
師
会
と
懇
談

1
月
26
日
　
ホ
テ
ル
京
都
エ
ミ
ナ
ー
ス

出
席
者
12
人
で
開
催
さ

れ
た
下
京
西
部
医
師
会

と
の
懇
談

出
席
者
16
人
で
開
催
さ

れ
た
西
京
医
師
会
と
の

懇
談

医 療 法 人 講 習 会
　最近の医療法人の設立状況、法人化のメリット・デメ
リット・タイミング、税制改正による影響などを講習しま
す。法人化を検討されている医療機関の他、すでに法人化
されている医療機関にとっても、医業経営の方向性を検討
する一助となる講習会です。是非ご参加下さい。

日　時 3月30日（金）
 午後 2時～ 4時
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ
講　師 ひろせ税理士法人
 認定登録　医業経営コンサルタント　常田 幸男氏
 協　賛 有限会社アミス

参加費無料
要申込

日　時 3月31日（土）
 午後４時～７時10分
場　所 メルパルク京都 7階　スタジオ１ オリオン
 （京都市下京区東洞院通七条下ル　☎075-352-7444）

次　第 ①解　説 保険点数の留意事項と最近の審査事情
  京都小児科医会理事・支払基金審査委員
 安野 哲也氏
 ②講演１ 妊産婦のメンタルヘルスと子どものそだち
  メンタルクリニックあいりす
 院長　吉田 敬子氏
 ③講演２ 開業医が実施する舌下免疫療法
  ―アレルギー診療を変える新しい風―
  成城ささもと小児科・アレルギー科
 院長　笹本 明義氏
 取得単位：日本医師会生涯教育講座カリキュラムコード
 【講演１】69．不安　 70．気分の障害（うつ）《各0.5単位》
 【講演２】39．鼻漏・鼻閉　 46．咳・痰　　　《各0.5単位》

共　催 京都小児科医会　京都府保険医協会
 鳥居薬品株式会社

小児科診療内容向上会

参加費無料

定員25人
要申込

お申し込みは協会事務局まで（☎075-212-8877）

お申し込みは協会事務局まで
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Ｑ 

、
保
険
加
入
の
義
務
化

は
い
つ
か
ら
？

　
業
務
で
自
転
車
を
利
用
す
る

事
業
者
（
医
療
機
関
）
は
2
0

1
7
年
10
月
1
日
、
個
人
の
自

転
車
利
用
者
（
未
成
年
の
自
転

車
利
用
者
の
保
護
者
も
含
む
）

は
2
0
1
8
年
4
月
1
日
か
ら

で
す
。

Ｑ
、
自
転
車
保
険
と
は
？

　
自
転
車
利
用
者
が
自
転
車
利

用
時
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

他
人
の
生
命
や
身
体
を
害
し
た

場
合
に
、
被
害
に
係
る
損
害
を

補
償
す
る
保
険
や
共
済
を
い
い

ま
す
。
保
険
の
種
類
は
、
①
人

に
掛
け
る
保
険
、
②
自
転
車
に

掛
け
る
保
険
等
が
あ
り
、
①
は

大
別
し
て
「
個
人
用
」「
業
務

用
」
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。
②

に
は
、
自
転
車
販
売
店
で
自
転

車
の
点
検
整
備
を
受
け
た
際
に

付
け
る
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
に
付
帯
の

傷
害
保
険
と
賠
償
責
任
保
険
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ 

、
契
約
中
の
保
険
で

補
償
さ
れ
る
？

　「
個
人
用
」
保
険
は
、
自
転

車
保
険
の
ほ
か
、
自
動
車
保

険
、
火
災
保
険
、
傷
害
保
険
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
に
付
帯

の
「
個
人
賠
償
責
任
保
険
」

（
日
常
生
活
賠
償
等
）
で
も
対

応
で
き
ま
す
。
協
会
の
休
業
補

償
制
度
（
個
人
型
）
に
は
「
個

人
賠
償
責
任
保
険
」
が
自
動
付

帯
さ
れ
て
お
り
（
法
人
型
は
希

望
者
の
み
）、
加
入
者
の
家
族

（
配
偶
者
、
同
一
生
計
の
同
居

の
親
族
・
別
居
の
未
婚
の
子
）

も
補
償
対
象
で
す
。
学
生
・
こ

ど
も
総
合
保
険
で
は
、
お
子
様

の
賠
償
責
任
の
補
償
や
自
転
車

事
故
に
特
化
し
た
プ
ラ
ン
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
賠
償
責
任
の
補
償
が
付

帯
さ
れ
て
い
る
保
険
契
約
が
あ

る
場
合
、
別
の
保
険
に
加
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
補
償

範
囲
に
契
約
者
の
家
族
等
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
契
約
中
の
保
険
の
補
償
内

容
を
ご
確
認
下
さ
い
。

Ｑ 

、
医
療
機
関（
事
業
者
）

用
の
保
険
は
？

　
従
業
員
が
業
務
中
に
起
こ
し

た
自
転
車
事
故
の
損
害
は
「
個

人
用
」
保
険
で
は
補
償
さ
れ
な

い
た
め
、「
業
務
用
」
保
険
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
協
会
の
医
師
賠
償
責
任
保
険

（
施
設
特
約
）や
介
護
福
祉
事
業

者
等
賠
償
責
任
保
険
（
ウ
ォ
ー

ム
ハ
ー
ト
）
に
加
入
で
、
事
業

者
所
有
の
自
転
車
台
数
が
2
台

以
下
の
場
合
は
補
償
さ
れ
ま

す
。
3
台
以
上
所
有
の
場
合
に

は
、
別
途
「
施
設
賠
償
責
任
保

険
」
等
へ
の
加
入
が
必
要
で

す
。
従
業
員
個
人
所
有
の
自
転

車
は
、
事
業
者
の
所
有
台
数
に

は
含
み
ま
せ
ん
。

　
自
転
車
に
は
電
動
機
付
き
自

転
車
を
含
み
ま
す
が
、
原
動
機

付
自
転
車
（
原
付
）
は
含
ま
れ

ず
、
別
に
自
動
車
保
険
の
契
約

が
必
要
で
す
。

Ｑ 

、
従
業
員
個
人
所
有
の

自
転
車
事
故
の
補
償
は
？

　
医
師
賠
償
責
任
保
険
（
施
設

特
約
）
を
含
む
施
設
賠
償
責
任

保
険
は
、
業
務
中
の
事
故
で
あ

れ
ば
、
従
業
員
個
人
所
有
の
自

転
車
を
利
用
し
た
場
合
の
事
故

も
補
償
対
象
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
自
転
車
通
勤
時
の
事
故

は
補
償
対
象
外
の
た
め
、
従
業

員
個
人
が
加
入
の
「
個
人
用
」

保
険
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
。

　京都府と京都市は自転車利用者に対し、損害賠償責任保険の加入を義
務化しました。本紙3009号（2017年 9月10日発行）にて医療機関の主
な留意点をお知らせしましたが、４月１日の個人利用者の義務化を前に
再掲します。協会は自転車事故に係る賠償責任をはじめ、会員やご家
族、医療機関のリスクに備えた保険をご用意しています。お気軽に協会
までお問い合わせ下さい。

保険医協会は医療機関や会員医師・ご家族・医療従事者を取り巻くリスクに
対応できる各種制度をご用意しています。リスク対策は万全かいま一度ご確
認下さい。パンフレットは本紙3018号（１月25日発行）に同封しています。

医師・医療機関にとって賠償責任への備えは必須です。保険医協会の保険は
会員のみなさまからのニーズにお応えして、多様な補償をご用意しています。いつでも加入・型変更ができます

医療機関のリスクをまるごとサポート

　産業医や学校医等の活動（職務）に係る賠償責任保険
は、嘱託医としての行為のうち、医療行為以外の活動に
おいて不測の事故が生じて損害賠償請求されたことで嘱
託医が被る損害について保険金をお支払いします。
　サイバー保険は、医療機関が業務を遂行するために行
うネットワークの所有、使用、管理、情報メディアの提
供にあたり生じた偶然な事由または情報の漏えいもしく
はそのおそれに起因する損害に対して保険金をお支払い
します［損害賠償金、事故時・事故後の対策等に必要な
費用の補償］。

産業医・学校医等 嘱託医活動賠償責任保険
医 療 機 関 用 サ イ バ ー 保 険

New

New

4月1日
より開始● 団体割引 20％

●  保険期間は 4 月 1 日より 1 年間。
 期間途中での加入も可能。

●  お子様の日常生活全般における様々な
ケガや病気を補償するだけでなく、扶養
者の方に万一の事故があった場合の育
英費用、さらに日常生活における賠償事
故などを総合的に補償する保険です。

● 自転車プランもあります。
自転車プランをセットして自転車事故に対する
補償を厚くしたり、手頃な保険料の自転車プラ
ンのみ加入もできます。

教育総合補償制度

お子様の育英費用、
ケガ・病気、自転車事故の備えに

医療行為・医療施設（建物・設備）
や給食に基づく賠償責任

医師賠償責任保険

介護サービス等に基づく賠償責任
ウ ォ ー ム ハ ー ト
（介護福祉事業者等賠償責任保険）

針刺し事故等への備え、
従業員の福利厚生に
針刺し事故等補償プラン

針刺し事故感染症見舞金
補償プラン

新規開業資金融資の下限金利を0.3％まで引き下げ、
協会の斡旋手数料無料にて、ご開業を全面的にバックアップします!!
新規開業をご予定の先生は、この機会にぜひお申込み下さい。

金利・手数料優遇
キャンペーン実施中!

利 率 0.3％ ※ 6 月 1 日付で
利率を見直し
ます。斡旋手数料  無 料

期 間  ～2018年５月
委員会決定分まで

協会はこの他にも、運転資金
や子弟教育資金、自由ローン
（使途自由）など低利な融資
を取り扱っていますので、お
気軽にお問い合わせ下さい。

期間限定!! 開業資金のことなら
保険医協会に
ご相談を !

学生・こども総合保険

日　時 4 月22日（日）午前10時～12時30分
場　所 京都府保険医協会・ルームＡ～Ｃ
内　容 ① 銀行融資を受ける際の留意点 ―資金計画・事業計画の立て方・審査のポイント
  京都銀行　営業本部　法人コンサルティング室
 ② 初めが肝心！ スタッフ雇用の留意点
  特定社会保険労務士　河原 義徳氏 （ひろせ税理士法人）
 ③ 先輩開業医からのアドバイス
  医療法人 新田クリニック院長　新田 昌稔氏 （綴喜）
 ④ 地区医師会への入会手続き保険医協会の共済制度について
参加費 会員および当日ご入会の方：無料　 未入会者：5,500円
※ 参加者には、開業に役立つ『新規開業医の手引き』（保団連発行）を進呈。当日の入会も可。

要申込

勤務医のための講習会
日　時 5 月26日（土）
 午後２時30分～４時
場　所 京都府保険医協会
 ルームＢ～Ｃ
内　容 勤務医が知っておきたい
 資産運用・節税対策
講　師 伊島 　悠 税理士 （ひろせ税理士法人）
 常田 幸男 認定登録医業経営コンサルタント
  （ひろせ税理士法人）

参加費 会員および当日ご入会の方：無料
 未入会者：3,500円

要申込

新規開業予定者のための講習会

2 0 1 8 年 (平成 3 0 年) 3 月 1 0 日第 3 0 2 1 号 京 都 保 険 医 新 聞 ( 4 )毎月10日･25日発行

加入義務化への対応自
転
車
保
険 契約中の保険の補償をご確認下さい

お
申
し
込
み
は
協
会
事
務
局
ま
で

（
☎
0
7
5
・
2
1
2
・
8
8
7
7
）

 

協
会
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
！



在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
に
つ
い
て

読売新聞大阪本社編集委員　原　昌平

の

79

救命救急対策に救急蘇生モデルのご活用を
　協会では、医療安全対策の一環として医
療機関向けに除細動のトレーニングにも対
応できる救急蘇生モデルの貸し出しを行っ
ています。
　院内や院外での除細動器を使った実践的
なCPRトレーニングにご活用下さい。

対　　　象：京都府保険医協会会員
　　　　　　※原則として取りに来ていただける方
期　　　間：10日間（希望多数の場合、早めにご返却いただくことがあります）
貸出モデル：CPR対応訓練用モデル（除細動器の貸出可）
貸　出　料：無料 
申　　　込：京都府保険医協会事務局まで

CPR対応訓練用モデル

貸
出
要
領

ＤＣゴールドカードのご案内

京都クレジットサービス㈱と提携しているゴールド
カードは、京都府保険医協会の会員は個人・家族・法
人カードとも年会費は永久無料です。有利な特典も備
えております。ぜひご利用下さい。

年会費 永久無料

　
Ｑ
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い

た
患
者
が
、
訪
問
診
療
か
ら
24

時
間
以
内
に
病
院
に
搬
送
さ
れ

入
院
先
の
病
院
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
こ
の
時
は
、
在
宅
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
を
保
険
請
求

で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
患
者
が
在
宅
以
外
で
死

亡
し
た
場
合
で
も
、
①
死
亡
前

24
時
間
以
内
に
訪
問
診
療
さ
れ

て
い
る
。
②
死
亡
日
お
よ
び
死

亡
日
前
14
日
以
内
の
計
15
日
間

に
2
回
以
上
の
訪
問
診
療
ま
た

は
往
診
が
行
わ
れ
て
い
る
―
必

要
が
あ
り
ま
す
。
①
に
つ
い
て

は
満
た
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

②
に
つ
い
て
も
満
た
さ
れ
て
い

ま
し
た
ら
保
険
請
求
で
き
ま

す
。
レ
セ
プ
ト
摘
要
欄
に
は
、

訪
問
診
療
ま
た
は
往
診
の
日
と

死
亡
前
24
時
間
に
行
わ
れ
た
訪

問
診
療
の
日
時
を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
差
別
的
、
非

科
学
的
で
人
権
無
視
の
法
律
が
長

い
間
、
存
在
し
続
け
た
の
か
。

　
1
9
9
6
年
ま
で
あ
っ
た
旧
優

生
保
護
法
は
「
優
生
上
の
見
地
か

ら
不
良
な
子
孫
の
出
生
を
防
止
す

る
」
こ
と
を
第
一
の
目
的
に
う

た
っ
て
い
た
。

　
「
遺
伝
性
精
神
病
、
遺
伝
性
精

神
薄
弱
、
遺
伝
性
精
神
病
質
、
遺

伝
性
身
体
疾
患
、
遺
伝
性
奇
形
」

に
つ
い
て
は
医
師
が
申
請
し
、
都

道
府
県
優
生
保
護
審
査
会
の
決
定

が
あ
れ
ば
、
優
生
（
不
妊
）
手
術

を
強
制
で
き
た
。
遺
伝
性
精
神
病

と
さ
れ
た
の
は
精
神
分
裂
病
、
そ

う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
だ
っ
た
。

　
遺
伝
性
で
な
い
精
神
病
、
精
神

薄
弱
に
も
保
護
義
務
者
の
同
意
を

得
て
医
師
が
申
請
し
、
審
査
会
の

決
定
が
あ
れ
ば
手
術
を
強
制
で
き

た
。
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
癩
疾

患
の
場
合
や
、
4
親
等
内
の
血
族

に
遺
伝
性
疾
患
が
あ
る
場
合
は
、

本
人
と
配
偶
者
の
同
意
で
手
術
で

き
た
（
用
語
は
当
時
の
ま
ま
）。

　
こ
の
法
律
に
よ
る
知
的
障
害
者

へ
の
強
制
不
妊
手
術
を
め
ぐ
り
、

宮
城
県
の
女
性
が
1
月
末
、
国
家

賠
償
請
求
訴
訟
を
仙
台
地
裁
に
起

こ
し
た
。
他
の
被
害
者
た
ち
も
続

い
て
提
訴
す
る
見
込
み
だ
。

　
手
術
さ
れ
た
後
も
、
母
体
保
護

法
に
改
正
さ
れ
た
後
も
、
被
害
者

は
な
か
な
か
声
を
上
げ
ら
れ
な

か
っ
た
。
障
害
者
差
別
、
性
に
関

す
る
問
題
の
訴
え
に
く
さ
、
古
い

時
期
の
事
実
の
立
証
上
の
困
難
と

い
っ
た
事
情
が
あ
っ
た
た
め
だ

が
、
手
術
自
体
の
責
任
を
問
う
場

合
、
行
為
か
ら
20
年
た
つ
と
民
法

上
の
請
求
が
で
き
な
く
な
る
除
斥

期
間
が
壁
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
こ
の
た
め
原
告
側
は
、
法
改
正

後
も
謝
罪
と
救
済
を
し
て
来
な

か
っ
た
政
府
・
国
会
の
不
作
為
責

任
を
追
及
す
る
と
い
う
法
律
構
成

を
取
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
を
受
け
て
、
与
党
を
含
む

国
会
議
員
の
中
に
は
、
実
態
調
査

や
補
償
の
議
員
立
法
を
模
索
す
る

動
き
が
あ
り
、
救
済
措
置
が
行
わ

れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。

　
国
の
統
計
に
よ
る
と
、
49
〜
96

年
の
間
に
、
審
査
に
基
づ
く
強
制

不
妊
手
術
は
、
遺
伝
性
疾
患
を
理

由
に
1
万
4
6
0
9
件
、
非
遺
伝

性
の
精
神
病
・
知
的
障
害
を
理
由

に
1
9
0
9
件
行
わ
れ
た
。
同
意

に
基
づ
く
不
妊
手
術
は
遺
伝
性
疾

患
を
理
由
に
6
9
6
5
件
、
ハ
ン

セ
ン
病
を
理
由
に
1
5
5
1
件
。

こ
の
ほ
か
、
同
意
に
基
づ
く
人
工

妊
娠
中
絶
が
遺
伝
性
疾
患
で
5
万

1
2
7
6
件
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
7

6
9
6
件
あ
っ
た
。

　
強
制
手
術
の
際
は
身
体
の
拘

束
、
麻
酔
薬
、
欺
罔
等
の
手
段
を

用
い
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
と
旧
厚

生
省
は
通
知
し
て
い
た
。
本
人
・

配
偶
者
の
同
意
に
基
づ
く
手
術
の

中
に
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
の

入
所
者
を
は
じ
め
、
実
質
的
な
強

制
が
相
当
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　
個
人
の
尊
厳
と
幸
福
追
求
権
を

保
障
す
る
日
本
国
憲
法
の
下
で
、

強
制
的
に
生
殖
機
能
を
奪
う
法
律

が
許
さ
れ
る
の
か
。
そ
ん
な
法
制

度
を
維
持
し
て
い
た
国
の
責
任
は

当
然
大
き
い
し
、
一
部
の
人
た
ち

の
こ
と
と
し
て
見
過
ご
し
て
き
た

社
会
に
も
責
任
が
あ
る
。

　
そ
し
て
医
学
医
療
界
は
ど
う

か
。
戦
前
か
ら
優
生
思
想
を
広
げ

る
中
心
に
な
っ
た
の
は
遺
伝
学
者

や
医
学
者
だ
っ
た
。
強
制
不
妊
手

術
の
申
請
に
も
審
査
に
も
執
刀
に

も
、
多
数
の
医
師
が
携
わ
っ
た
。

　
医
学
医
療
界
こ
そ
が
率
先
し
て

歴
史
的
経
緯
と
実
態
を
検
証
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
実
務
を
担
当
し

た
医
師
は
多
数
、
存
命
の
は
ず

だ
。
責
任
追
及
を
求
め
る
の
で
は

な
い
。
教
訓
と
反
省
を
明
ら
か
に

し
て
、
誠
実
を
刻
む
責
任
を
負
っ

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

優
生
保
護
法
の
罪
に
、医
学
医
療
界
は
向
き
合
お
う

　
2
0
1
1
年
4
月
20
日
頃
69

歳
女
訴
外
Ａ
は
、
右
下
肢
を
虫

に
刺
さ
れ
、
24
日
こ
ろ
右
下
肢

は
腫
れ
て
熱
を
持
ち
痛
み
が
強

く
な
っ
た
が
、
26
日
ま
で
養
鶏

業
務
に
携
わ
っ
た
。
家
族
に
勧

め
ら
れ
27
日
Ｏ
外
科
医
院
Ｏ
医

師
を
受
診
し
局
所
熱
発
、
硬

結
・
水
泡
・
発
赤
が
あ
り
歩
行

不
可
、
体
温
38
・
4
℃
で
、
診

断
名
「
右
下
肢
虫
咬
症
疑
」
で

入
院
加
療
必
要
と
し
て
、
同
日

県
立
病
院
を
紹
介
さ
れ
た
が
皮

膚
科
医
師
が
不
在
で
、
Ｙ
病
院

に
転
医
し
て
車
椅
子
移
動
で
皮

膚
科
Ｂ
医
師
を
受
診
し
た
。
Ｂ

で
Ｙ
病
院
に
搬
送
さ
れ
て
入
院

し
、
シ
ョ
ッ
ク
状
態
で
在
院
の

医
師
が
治
療
開
始
し
た
が
、
呼

吸
状
態
悪
化
、
血
圧
お
よ
び

SP
O
2 

改
善
な
く
徐
々
に
心

拍
数
が
減
少
し
8
時
54
分
死
亡

し
た
。
同
日
の
診
断
名
に
は
、

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ

ク
、
右
下
腿
蜂
窩
織
炎
、
急
性

呼
吸
不
全
、
急
性
循
環
不
全
、

お
よ
び
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
と

記
載
さ
れ
た
。

　
そ
こ
で
、
故
Ａ
の
夫
（
後
日

死
亡
）
と
子
3
人
は
、
⑴
Ａ
の

死
亡
は
、
虫
さ
さ
れ
後
に
壊
死

性
筋
膜
炎
に
罹
患
し
て
そ
の
急

速
な
進
展
に
よ
り
起
こ
っ
た
も

の
で
、
⑵
Ｂ
医
師
に
は
、
局
所

症
状
と
し
て
Ａ
の
右
下
肢
に
水

泡
・
紅
斑
、
発
赤
、
一
部
色
素

沈
着
が
あ
り
、
足
全
体
が
赤
黒

く
腫
れ
あ
が
り
、
5
0
0
円
玉

大
の
水
泡
に
は
膿
の
貯
留
が
あ

り
、
全
身
状
態
は
、
38
・
4
℃

の
発
熱
、
全
身
倦
怠
感
、
歩
行

困
難
な
ど
、
そ
の
2
〜
3
日
前

に
は
な
く
急
速
な
進
展
で
あ

り
、
壊
死
性
筋
膜
炎
を
疑
う
べ

き
所
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
①

Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
ガ
ス
の
有
無

や
炎
症
範
囲
を
把
握
し
、
②
一

般
血
液
検
査
で
白
血
球
数
や
Ｃ

Ｒ
Ｐ
値
の
把
握
し
、
③
細
菌
検

査
ま
た
は
検
体
の
塗
装
鏡
検
な

ど
各
種
検
査
を
実
施
し
、
④
試

験
切
開
な
ど
を
す
べ
き
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
ら
を
実
施
し
な

か
っ
た
注
意
義
務
違
反
が
あ

り
、
⑶
そ
れ
に
よ
り
壊
死
性
筋

膜
炎
と
診
断
せ
ず
、
そ
の
治
療

の
た
め
に
、
①
カ
ル
バ
ペ
ネ
ム

系
（
ま
た
は
パ
ニ
ペ
ネ
ム
系
）

抗
生
剤
な
ど
の
広
域
ス
ペ
ク
ト

ラ
ム
の
抗
生
剤
の
大
量
投
与
な

ど
な
く
、
②
菌
の
同
定
の
た
め

の
血
液
培
養
、
菌
培
養
や
、
水

泡
・
血
泡
内
容
物
の
塗
沫
検
査

な
ど
な
く
、
③
デ
ブ
リ
ド
マ
ン

（
局
所
切
除
）
な
ど
な
く
、
そ

れ
ら
を
懈
怠
し
た
医
師
の
過
失

が
な
け
れ
ば
、
死
亡
結
果
は
十

中
八
九
回
避
で
き
て
い
た
と
し

て
、
⑷
計
6
0
8
3
万
余
円
の

損
害
賠
償
を
求
め
、提
訴
し
た
。

　
裁
判
所
は
、
鑑
定
書
な
ど
に

依
拠
し
、
⑴
虫
に
刺
さ
れ
た
こ

と
に
起
因
す
る
壊
死
性
筋
膜
炎

に
よ
る
敗
血
症
性
シ
ョ
ッ
ク
お

よ
び
多
臓
器
不
全
で
の
死
亡
で

あ
り
、
⑵
壊
死
性
筋
膜
炎
な
ど

の
感
染
症
を
疑
い
鑑
別
診
断
す

る
た
め
迅
速
な
血
液
検
査
と
細

菌
学
的
検
査
な
ど
を
行
い
、
⑶

抗
菌
剤
の
投
与
と
壊
死
組
織
除

去
術
（
デ
ブ
リ
ド
マ
ン
）
が
あ

れ
ば
、
死
亡
を
回
避
で
き
た
高

度
の
蓋
然
性
が
あ
る
と
し
て
、

医
師
の
過
失
と
そ
れ
と
死
亡
と

の
因
果
関
係
を
認
め
、
Ｙ
に
5

1
6
1
万
余
円
の
支
払
い
を
命

じ
た
（
宮
崎
地
判　
平
成
27
・

12
・
18
）。

　
劇
症
型
の
感
染
症
の
発
症
に

は
、
本
人
の
防
衛
体
力
や
免
疫

能
の
低
下
が
基
礎
に
あ
り
、
そ

の
上
に
、
産
生
さ
れ
た
毒
素
の

作
用
に
よ
り
生
体
の
特
異
な
反

応
が
惹
起
さ
れ
、
急
速
に
「
思

い
も
か
け
ぬ
」
機
転
が
生
じ
て

慌
て
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
も
な

る
。
外
傷
時
に
は
、
破
傷
風
な

ど
予
防
接
種
に
よ
り
発
症
が
激

減
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
い
わ

ゆ
る
ガ
ス
壊
疽
等
を
発
症
す
る

ク
ロ
ス
ト
リ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
嫌

気
性
菌
感
染
症
や
、
経
口
摂
取

に
よ
る
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

（
溶
血
性
貧
血
・
血
小
板
減
少
・

腎
機
能
障
害
）
な
ど
を
惹
起
す

る
赤
痢
菌
や
腸
管
出
血
性
大
腸

菌
Ｏ‒

1
5
7
な
ど
こ
れ
ま
で

社
会
的
に
も
問
題
と
な
っ
た
菌

種
に
つ
い
て
の
用
心
を
保
持
し

て
お
く
こ
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。

医
師
は
、「
帯
状
疱
疹
」
ま
た

は
「
刺
虫
の
疑
い
」
と
診
断

し
、
皮
膚
科
処
置
と
ベ
ナ
パ
ス

タ
ク
リ
ー
ム
の
処
方
で
通
院
治

療
が
可
能
と
し
て
帰
宅
さ
せ

た
。
翌
28
日
Ｙ
病
院
を
外
来
で

Ｂ
医
師
に
受
診
し
た
。
29
日
午

前
5
時
頃
、
自
宅
の
便
器
に

座
っ
て
意
識
朦
朧
と
な
っ
て
倒

れ
込
み
、
5
時
55
分
、
救
急
車

その10（完）

壊
死
性
筋
膜
炎
の
誤
診
死
亡
事
件

医
療
安
全
対
策
部
担
当
理
事
　
宇
田 

憲
司

感
染
症
に
関
わ
る

医
療
安
全
対
策

裁
判
事
例
に
学
ぶ

金
融
共
済
委
員
会

（
2
／
21
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
3
件
、
加
入
審
査
4
件

を
審
査
し
全
件
可
決
し
ま
し
た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

医療安全を
身につけるために
医療安全研修
DVD PartⅡ
定価 10,000円
京都協会会員 5,000円
他府県協会会員 7,000円

税
込
・
送
料
別
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安
威
康
夫
氏
（
享
年
93
、
右

京
）
2
月
15
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

　
ツ
ア
ー
バ
ス
が
八
重
洲
口
の

待
ち
合
わ
せ
場
所
よ
り
山
梨
県

側
の
富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
終

点
、
五
合
目
の
吉
田
口
（
河
口

湖
口
）
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
に
着
い

た
の
が
14
時
過
ぎ
だ
っ
た
。
五

合
目
2
3
0
5
ｍ
ま
で
の
目
的

の
観
光
客
で
ご
っ
た
返
し
て
い

る
。
混
雑
す
る
だ
け
で
買
い
物

に
は
熱
心
で
な
い
外
国
客
が
多

い
せ
い
か
、
売
り
場
の
従
業
員

は
ど
こ
か
投
げ
や
り
、
つ
っ
け

ん
ど
ん
な
態
度
、
ま
る
で
こ
れ

ら
観
光
客
の
母
国
の
店
員
み
た

い
だ
。
3
階
に
上
が
り
、
こ
こ

で
身
支
度
を
整
え
る
。

　
関
東
で
は
8
月
に
入
り
、
16

日
間
連
続
の
降
雨
記
録
更
新
中

で
、
こ
こ
登
山
口
で
も
小
雨
が

降
り
続
く
が
、
雨
対
策
も
十
分

し
て
き
た
の
だ
、
い
よ
い
よ
だ

と
気
持
ち
が
は
や
る
。
出
発
地

点
に
集
合
し
た
の
は
ガ
イ
ド
と

ツ
ア
ー
会
社
の
女
性
を
合
わ
せ

40
人
近
く
、
20
代
、
40
代
、
我

々
60
代
以
上
の
3
集
団
で
成
っ

て
い
る
（
写
真
）。
手
上
げ
で

富
士
は
ほ
と
ん
ど
が
初
登
山
と

分
か
っ
た
後
、
50
代
後
半
と
お

ぼ
し
き
屈
強
な
ガ
イ
ド
氏
は
フ

ム
フ
ム
と
う
な
ず
き
、「
自
分

に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
ら
大
丈

夫
。
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
と
、
の

ど
が
渇
い
た
と
感
じ
る
前
に
水

分
補
給
を
し
っ
か
り
」
と
指
示

す
る
。
彼
は
な
か
な
か
の
愛
煙

家
、
休
憩
の
都
度
、
煙
草
を
ふ

か
す
。

　
入
山
口
で
ト
イ
レ
の
新
設
・

改
修
な
ど
の
環
境
保
全
対
策
、

救
護
所
の
拡
充
な
ど
の
安
全
対

策
に
使
わ
れ
る
「
登
山
協
力
金

1
0
0
0
円
」
を
支
払
う
。
義

務
で
な
い
せ
い
か
、
あ
る
い
は

知
ら
な
い
の
か
外
国
人
は
素
通

り
が
多
い
。
2
0
1
7
年
度
の

登
山
者
は
約
28
万
4
9
0
0

（
外
国
人
約
4
万
）
人
で
、
昨

年
よ
り
約
3
万
9
0
0
0
人
多

く
、
約
16
％
も
増
え
た
が
、
支

払
っ
た
人
は
約
6
1
0
0
人
多

い
約
15
万
2
3
0
0
人
で
約
4

％
増
、
協
力
金
の
総
額
も
約
6

5
0
万
円
多
い
約
1
億
4
9
0

0
万
円
で
約
5
％
増
え
た
だ
け

だ
っ
た
。
結
局
、
協
力
率
は
53

％
に
と
ど
ま
り
、
昨
年
よ
り
6

ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。
富
士
山

の
「
信
仰
登
山
」
が
「
観
光
登

山
」
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
以

上
、
環
境
保
全
・
安
全
対
策
の

た
め
に
は
、「
お
願
い
」
で
は

な
く
「
入
山
料
」
と
し
て
諸
外

国
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
強
制
徴

収
に
し
て
も
よ
い
と
思
う
。

五
合
目
2
3
0
5
ｍ
〜
六
合

目
2
3
9
0
ｍ
標
高
差
85
ｍ

　
15
時
30
分
出
発
、
思
い
が
け

ず
、す
ぐ
に
道
は
下
っ
て
い
く
。

広
く
て
眺
め
の
良
い
道
で
、
晴

れ
た
日
に
は
八
ヶ
岳
や
奥
秩
父

な
ど
の
山
並
み
を
左
手
に
楽
し

め
る
と
い
う
。
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
。

し
ば
ら
く
行
く（
約
9
0
0
ｍ
）

と
五
合
目
よ
り
低
い
泉
ヶ
滝

（
2
2
8
0
m
）
の
分
岐
か
ら

右
手
へ
、
こ
こ
か
ら
登
り
が
始

ま
る
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
や
カ
ラ
松

の
森
の
中
、
隠
し
道
の
雰
囲
気

が
伝
わ
る
。

　
富
士
の
形
成
を
簡
単
に
見
て

み
る
と
、
数
十
万
年
前
〜
10
万

年
前
に
、
先せ

ん
こ
み
た
け

小
御
岳
火
山
が
で

き
、
そ
の
後
に
小こ

み
た
け

御
岳
火
山

（
吉
田
口
5
合
目
に
小
御
嶽
神

社
、
須
走
口
5
合
目
に
古
御
嶽

神
社
が
あ
る
）
が
形
作
ら
れ
、

10
万
年
前
〜
1
万
年
前
に
小
御

岳
に
寄
り
添
う
形
で
古
富
士
火

山
が
う
ま
れ
、
こ
れ
が
富
士
山

の
も
と
と
な
る
。

　
そ
の
後
も
火
山
活
動
は
続
き

6
0
0
0
年
前
、
古
富
士
と

同
じ
火
口
か
ら
新
し
い
噴
火

が
始
ま
っ
た
。
頂
き
を
さ
ら

に
高
く
の
ば
し
、
す
そ
野
を

広
げ
て
い
っ
た
。
そ
の
溶
岩

と
灰
は
三
角
の
テ
ン
ト
で
包

ん
だ
よ
う
に
小
御
岳
と
古
富

士
の
上
に
つ
も
り
、
高
く
大

き
く
整
っ
た
姿
が
完
成
し
、

現
在
の
富
士
山
の
形
に
な
っ

た
（
図
1
）。

　
1
5
0
0
年
前
ご
ろ
に
は

文
字
に
記
さ
れ
、
文
や
歌
と

な
っ
て
残
さ
れ
た
。
平
安
時
代

の
初
め
「
延
暦
の
噴
火
」（
日

本
後
紀
8
0
0
年
）「
貞
観
の

噴
火
」（
日
本
三
代
実
録
8
6
4

年
）
と
た
び
た
び
噴
火
や
溶
岩

の
流
出
が
お
こ
っ
た
。
当
時
富

士
は
尊
い
山
と
あ
が
め
ら
れ
、

山
伏
や
僧
の
ほ
か
登
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
鎌
倉
、
室

町
時
代
は
煙
も
途
絶
え
が
ち

で
、
富
士
を
記
す
文
書
も
少
な

か
っ
た
が
、
戦
国
時
代
に
な
る

と
麓
の
神
社
に
こ
も
っ
て
神
の

山
に
お
参
り
す
る
「
富
士
講
」

と
い
う
集
ま
り
が
お
こ
り
、
普

通
の
人
も
山
開
き
の
時
だ
け
登

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
り
、

さ
ら
に
富
士
講
は
盛
ん
に
な

り
、
登
山
者
が
増
加
し
た
。
前

兆
と
み
ら
れ
る
地
震
の
頻
発
が

あ
り
、
徳
川
綱
吉
の
世
1
7
0

7
年
、
南
東
の
山
麓
よ
り
「
宝

永
の
噴
火
」
が
お
こ
っ
た
。
広

範
囲
の
地
域
に
わ
た
り
多
量
の

火
山
灰
が
降
り
注
ぎ
、
田
畑
、

村
落
に
壊
滅
的
な
被
害
を
も
た

ら
し
、
ま
た
1
0
0
㎞
も
離
れ

た
江
戸
で
も
黒
い
煙
で
昼
間
も

暗
く
、
噴
火
は
2
週
間
も
続
い

た
と
記
録
に
残
る
。

子
ど
も
医
療
京
都
ネ
ッ
ト
が
拡
充
要
請

府
と
京
都
市
に
署
名
第
1
次
分
提
出

　
協
会
な
ど
で
つ
く
る
「
子
ど

も
医
療
費
無
料
制
度
を
国
と
自

治
体
に
求
め
る
京
都
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」（
以
下
、ネ
ッ
ト
）は
2

月
20
日
、子
ど
も
医
療
費
の
制

度
拡
充
を
求
め
る
要
請
署
名
第

1
次
集
約
分
を
京
都
府
と
京
都

市
そ
れ
ぞ
れ
に
提
出
し
、
要
請

を
行
っ
た
。
要
請
は
、
子
ど
も

の
貧
困
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

通
院
月
3
0
0
0
円
の
負
担
が

か
か
る
京
都
府
・
京
都
市
の
制

度
を
拡
充
し
、
お
金
の
心
配
な

く
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
求
め

る
も
の
。
特
に
低
年
齢
層
の
子

ど
も
に
3
0
0
0
円
も
の
高
い

負
担
を
課
さ
な
い
よ
う
求
め
た
。

　
京
都
府
は
医
療
保
険
政
策
課

の
野
間
久
仁
子
副
課
長
ら
が
対

応
。
ネ
ッ
ト
か
ら
は
子
連
れ
の

母
親
な
ど
21
人
が
参
加
し
、
署

名
2
8
6
1
筆
を
提
出
し
た
。

　
京
都
市
は
子
ど
も
家
庭
支
援

課
の
村
井
清
則
課
長
ら
が
対

応
。
ネ
ッ
ト
か
ら
は
6
人
が
参

加
し
、
署
名
2
7
0
4
筆
を
提

出
し
た
。

　
要
請
に
参
加
し
た
母
親
た
ち

は
、「
複
数
の
子
が
慢
性
疾
患

を
持
っ
て
い
る
と
医
療
費
だ
け

で
大
変
」「
3
歳
に
な
っ
て
負

担
が
上
が
る
と
様
子
見
を
し
て

し
ま
う
」「
無
料
に
す
る
と
安

易
な
受
診
が
増
え
る
と
い
わ
れ

る
が
、
子
ど
も
を
必
要
以
上
に

受
診
さ
せ
る
親
は
い
な
い
」

「（
ネ
ッ
ト
の
調
査
結
果
に
あ
る

よ
う
に
）
未
受
診
や
治
療
中
断

の
実
態
が
あ
る
こ
と
を
深
刻
に

受
け
止
め
て
調
査
し
て
ほ
し

い
」「
お
金
が
な
く
て
病
院
に

連
れ
て
い
け
な
い
な
ん
て
同
じ

親
と
し
て
辛
す
ぎ
る
」
な
ど
口

々
に
訴
え
た
。

「
一
石
」で
京
都
新
聞
が

ネ
ッ
ト
調
査
を
特
集

　
京
都
新
聞
は
1
月
21
日
、

「
一
石 

I
S
S
E
K
I
」
と
い

う
特
集
で
ネ
ッ
ト
が
11
月
に
公

の
同
委
員
会
で
は
山
本
恵
一
議

員
（
自
民
）
が
、
前
記
の
京
都

新
聞
記
事
に
つ
い
て
当
局
に
認

識
を
質
し
た
う
え
で
、
現
実
的

か
つ
計
画
的
な
制
度
拡
充
を
は

か
っ
て
い
く
べ
き
と
し
た
2
0

1
2
年
の
市
会
決
議
を
受
け
て

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
も
質

問
。
当
局
か
ら
は
記
事
の
内
容

は
認
識
し
て
い
る
と
し
、
市
会

決
議
を
受
け
て
充
実
へ
の
取
り

組
み
は
進
め
て
い
き
た
い
と
答

弁
。
山
本
陽
子
議
員
（
共
産
）

は
、
同
決
議
が
「
受
診
機
会
の

多
い
低
年
齢
層
」
に
拡
充
を
求

め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
早

急
な
る
実
現
を
求
め
た
。

府
に
検
討
会
議
設
置
へ

　
京
都
府
は
次
年
度
予
算
案

で
、「
あ
ん
し
ん
医
療
制
度
検

討
費
」
と
し
て
制
度
検
討
の
た

め
の
有
識
者
会
議
設
置
費
用
1

0
0
万
円
を
計
上
し
た
。

　
中
学
生
ま
で
通
院
の
3
0
0

0
円
負
担
を
な
く
す
に
は
、
府

が
27
億
円
、
市
が
10
億
円
以
上

の
財
政
負
担
が
生
ず
る
と
し
て

お
り
、
2
月
22
日
の
市
会
で
は

村
上
副
市
長
が
そ
こ
ま
で
の
拡

大
は
「
現
実
的
で
は
な
い
」
と

答
弁
。
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で

拡
充
を
は
か
る
か
は
不
透
明
だ

員
（
自
民
）
は
、
財
政
の
面
か

ら
一
律
に
無
料
と
す
べ
き
で
は

な
い
、
貧
困
対
策
は
教
育
、
保

育
な
ど
総
合
的
に
考
え
る
べ
き

と
反
対
を
表
明
。
田
中
健
志
議

員
（
民
進
）
も
、
財
政
が
厳
し

い
た
め
賛
同
し
か
ね
る
と
し

た
。結
果
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

　
京
都
市
会
で
は
教
育
福
祉
委

員
会
に
付
託
さ
れ
、
12
月
20
日

に
西
村
善
美
議
員
（
共
産
）
が

紹
介
議
員
と
し
て
趣
旨
説
明

し
、
請
願
の
実
現
を
求
め
た
。

当
局
か
ら
は
、
市
長
公
約
も
あ

る
の
で
限
ら
れ
た
財
源
を
使
っ

て
現
実
的
、
効
果
的
に
検
討
し

て
い
く
こ
と
、
国
に
対
し
て
も

全
国
一
律
の
制
度
実
現
と
減
額

調
整
の
撤
廃
を
求
め
続
け
て
い

る
と
し
た
。
こ
の
日
は
他
会
派

か
ら
の
発
言
は
な
く
、
採
決
は

全
会
一
致
で
「
留
保
」
と
な

り
、
そ
の
後
も
継
続
し
て
審
議

が
行
わ
れ
て
い
る
。
1
月
24
日

表
し
た
実
態
調
査
結
果
を
詳
し

く
報
道
し
た
。「
京
都
市
の
子

ど
も
医
療
費
　
親
5
割
『
負
担

感
じ
る
』」
と
し
て
、「
軽
減
求

め
る
声
強
く
」「
未
就
学
児
だ

け
で
も
」
と
い
っ
た
要
求
の
強

さ
を
伝
え
て
い
る
。

議
会
請
願
　
府
は
不
採

択
、
市
は
継
続
審
議

　
ネ
ッ
ト
は
要
請
署
名
と
同
内

容
の
請
願
を
12
月
の
京
都
府
議

会
、
京
都
市
会
に
提
出
。

　
府
議
会
で
は
府
民
生
活
・
厚

生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

12
月
14
日
に
請
願
審
査
が
行
わ

れ
た
。
紹
介
議
員
の
一
人
と
し

て
島
田
敬
子
議
員
（
共
産
）
が

趣
旨
説
明
し
た
う
え
で
、
ネ
ッ

ト
が
公
表
し
た
受
診
抑
制
の
実

態
を
示
し
、
府
は
「
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
」
に
ふ
さ
わ
し
い
制
度
に

向
け
て
努
力
す
べ
き
と
訴
え

た
。
こ
れ
に
対
し
、
磯
野
勝
議

が
、
会
議
設
置
で
一
歩
踏
み
出

す
こ
と
に
な
る
。

反核京都医師の会 第38回定期総会

吉
田
口
ル
ー
ト
登
山
口

第
２
回

小雨の中、いざ登山開始

（図１）成層火山；山の頂上の火口から流れ出た溶岩などが積み重なっ
てできた、円錐形の山が形成された。桜島、鳥海山もこれにあたる

担
当
者
に
要
請
署
名
を
提
出

す
る
母
親
た
ち
（
上
は
京
都

府
、
下
は
京
都
市
）

講　師 反核医師の会共同代表　原　和人 氏
日　時 4月7日（土）午後2時～
 （講演約１時間、その後総会）
場　所 京都府保険医協会・会議室
主　催  核戦争防止・核兵器廃絶を訴える京

都医師の会　IPPNW京都府支部
連絡先 京都府保険医協会
講師経歴●1949年９月福井県若狭町生まれ。1974年３月金沢
大学医学部卒業。1974年４月公益社団法人石川勤労者医療協
会城北病院に入職。外科を担い、その後、院長、法人の理事長
を担う。1992年３月全日本民医連理事、その後副会長。現在、
反核医師の会共同代表、非核の政府を求める会常任世話人

公開講演会

「反核の最近の動向について」

出典：『富士山大ばくはつ』 かこさとし著（小峰書店）
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